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インターバンクの声 （2015年 1 月 9 日） 
 

昨日、東京市場のドル円は、前日のニューヨーク市場で米長期金利が上昇傾

向となったことや１２月の ADP 雇用統計の内容も強かったため、ドルの買い

戻しが目立っていた流れを引き継いでドルの買戻しが続いた。ニューヨーク

市場終盤に一旦調整的なドル売りに戻リかけた局面もあったが、不安視され

ていた日経平均が大きく上昇したこともあってロンドン市場に渡る前には１

２０円超えに迫るレベルまで上昇した。ロンドン、ニューヨーク市場でもこ

のままの流れが続くかとも思われたが、前日と同じ雇用関連の米新規失業保

険申請件数が市場予想を下回ってしまったことで、またしてもドルの売り戻

しとなってしまった。どうも今晩の米雇用統計の発表まで再度の１２０円超

えトライは持越しとなってしまったのかも知れない。米雇用統計の結果が市

場予想通り、或いは越えるような場合での１２０円超えがあっても、前回１

２０円超のレベルで売り損なった実需筋やドル円取引に影響するユーロ円の

大幅な下落があれば、１２０円に乗せた後の上昇余力が削がれるのではない

か気になる部分もある。 
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